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第43図  B地点出土旧石器実測図
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第46図  C地点出土旧石器実測図
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芝生地区

検出された遺構と遺物

自然流路 (S R1001)

水田土壌下の灰色の粘土質シル ト層上面で検出された幅約 mの規模の流路で埋土は砂混

じりの大小の砂岩の礫によって構成されている。出土した遺物は弥生土器とサヌカイ ト製の

石鏃が 1点づつ出土しているだけである。周囲には同じ時期の遺物が出上していないことか

ら、上流からの流れ込みの可能性が強い。また、この自然流路と遺構検出面の上に堆積して

いる暗灰色土層からは、中世の遺物が小片ではあるが出土しているが、流路内の堆積の中に

は全く混じっていないことから、この流路が機能していた時期はほぼ弥生時代に限定される

ものと思われる。

炭窯 (S01001)(第 50図 )

S R1001同様、灰色の粘土質シル ト上面で検出された遺構で一部未発掘な部分があるため

に正確な規模は不明であるが、長さ 5m・ 幅 lm以上の大きさはあると考えられる遺構であ

る。遺構内から遺物は全く検出されなかったため、正確な年代は不明であるが、遺構上に堆

積した暗灰色土層からは、若千の瓦器と須恵質土器、それに土師器の小片が出土している。

須恵質土器と土師器については年代は不明だが、瓦器椀は小片ながら13世紀末から14世紀代

前半のものと考えられるものであることから少なくともそれと同時期か若千遡る時期の遺構

i

L=70 0om

と思われる。こ

のような炭窯は

土成町の金蔵～

上井遺跡や市場

町日吉～金清遺

跡で平安～鎌倉

時代の遺物 を

伴った遺構が検

出されているこ

とから、鎌倉時

代という年代も

矛盾するもので

はないと考えら

れる。

簿藷三を1〕こ拿″
0          1m
中

第50図  S01001実 測図
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0考  察

弥生時代の遺物について

今回の調査で出上した弥生土器は、壺・高杯 。甕を中心とするが、何れも細片の状態のも

のが多いうえに、出土点数も少なく、遺構から出上したものに関しても覆土中からの出上が

殆どで、床面から検出されたものはごく稀である。また包合層出土遺物も遺構出上の上器と

同様、細片ばかりで全形の伺えるものは全く出土していない。出上した壺は一般に広口壺と

される国径15～20cm内外の中型のものが中心で、口縁端部が上方或いは上下に拡張され凹線

文が施されたものが最も多く、なかには円形浮文が施されたもの (5。 98。 99)や櫛描波状

文 (52)も 認められる。また口縁端部が垂下する例 (5)も若千ではあるが認められる。こ

れらは紫雲出山遺跡出上の壷 2類に比定される畿内第Ⅳ様式並行段階のものと考えられるが、

101や 102のように凹線文 B種が多段に施される可能性のあるものは、岡山県の雄町第 5類あ

るいは仁伍式とされるものに類似するものが存在する。直口重は紫雲出山で重 C2ま たはC

3に分類される凹線文 B種が口頸部に多条に施されるもの (53・ 54・ 86)と、同じく筒状の

口縁に浅い凹線が 2条めぐらされただけのもの (7)が出上している。高杯は杯部が屈曲し

てほぼ垂直に立ち上がり屈曲部に明瞭な稜線を持つものが殆どを占めているが、一部には椀

形の形態のもの (10)や水平口縁のもの (55)も認められる。屈曲部に明瞭な稜線を持って

立ち上がる高杯は、口縁端部を内外に拡張して平坦な面を作り出す特徴とともに (8・ 9・

56・ 88・ 89。 106)瀬戸内東部の岡山県ではⅣ-2段階に顕著な存在である。また、杯部が

屈曲する形態のもので口縁端部の外方への拡張が著しいもの (90)は、口縁部が屈曲部から

斜め外上方にのびるもの (87・ 91)と ともにより後期的な土器で、北原遺跡や前田遺跡から

同様の形態のものが出上している。55の水平口縁のものは北原遺跡 。光勝院遺跡で高杯 Bと

されたものである。高杯の脚部は脚端部を上方に拡張する紫雲出山遺跡で高杯脚台 2に分類

される形態のものと、そのまま直線的に終わるものの 2つの形態に分けられるが、端部を拡

張するタイプのものは裾部に並行沈線や格子目文 。三角形の透かしが施されたものが多く、

57の ように脚柱部に施される螺旋状の平行線文とともに、紫雲出山遺跡のものに類似する。

このような加飾性の強いものは光勝院寺内遺跡でも多く出土しているが、隣接する前田遺跡

や北原遺跡などからはまったく出上していない。水差し形土器 (105)も 北原遺跡で出土例

があるが胴部が長くのびる形態のもので、105のような下部が算盤玉形に張る形態のものと

は異なっている。甕については口縁部のみの破片が多く、胴部以下の器面調整が判読できる

例は少ないが、日縁端部の断面が方形または上方に拡張する例では胴部内面のヘラ削りが頸

部との境まで及ぶものが殆どであるのに封して、口縁端部を上下に拡張する例では胴部内面
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上半部の調整は指頭圧痕とハケロ調整による例が認められる。これは叩き日の施される例が

少ないこととともに隣接する北原 。前田両遺跡と同じ傾向である0。

本遺跡の弥生土器は、零細な資料ながら上述したような特徴からおおむね中期後半の畿内

第Ⅳ様式並行から後期初頭にかけての時期に位置づけられるものと思われる。なかでもSB
1001・ 1003の住居址や土墳 S K 1003か ら出上した三角形の透かしやヘラ先による刺突文・格

子目文などの加飾性の強い脚端部をもつ高杯と、口縁部に凹線文を多段に施した直口壺は、

紫雲出山遺跡で中期 2ま たは中期 3と される畿内Ⅳ様式でも前半の段階のものに対比できる

ものと思われる。零細なうえに遺構覆土中という出土状況の遺物から、この 2つの住居址の

時期をⅣ様式でも前半の段階のものとすることが許されるならば、隣接する前田遺跡や北原

遺跡など宮川内谷川右川の段丘面から扇状地にかけて展開する弥生遺跡のなかでは時期的に

は早い段階のものと考えられる。

旧石器時代の遺物について

今回の調査で出上したナイフ形石器を素材となった景1片と調整方法から一応の分類を試み

てみると、①背面が 2枚のポジティブな景J離面によって構成され、調整が片側縁の他刃縁部

側の一部にもほどこされるもの (137)、 ②背面がそれぞれ 1枚のポジティブな景1離面とネガ

ティブな黒J離面によって構成され、調整が片側縁部のみに加えられるもの (139・ 170・ 171)、

③背面が 1枚のポジティブな黒1離面とネガティブな景」離面で構成され、調整は片側縁と刃縁

の一部に加えられるもの(138・ 173・ 174・ 202・ 214)、④背面が 1枚のポジティブな面によっ

て構成され、調整は片側縁と刃縁部の一部に加えられるもの (176・ 177)、 ⑤背面が 1枚の

ポジティブな象」離面と複数のネガティブな景1離面で構成され、調整は片側縁のみに認められ

るもの (140～ 144・ 175)、 ⑥背面が 1枚のネガティブな象」離面のみにより構成され、調整は

片側縁のみに施されるもの (145。 172)、 ⑦背面が 1枚のネガティブな面によって構成され、

調整は片側縁に背面側と腹面の両面から加えられるもの (146)、 ③背面が複数のネガティブ

な景1離面で構成され、側縁の調整が全体に及ぶもの (178・ 179)、 ③背面の一部に自然面を

残し調整が周縁部全体に施されたもの (147)1こ分けることができる。椎ヶ丸出上の旧石器

については、既に天羽利夫氏と高橋正則氏の論考がある。特に高橋氏は川井豊吉氏採集の73

点のナイフ形石器について、使用された景J片を I類からⅥ類に分類し、これに a・ b・ cに

分類した調整方法をくわえてナイフ形石器の分類を行っている。このなかで、最も出土数の

多い Ia類を瀬戸内技法により作出されたナイフ形石器 (いわゆる国府型)と し、 Ial～

a7類 も基本的には Iaに属し、採集されたナイフ形石器の過半数にのぼるものとしている

14)。 今回の調査で出土したナイフ形石器で、この Ia類または Ial～ a7類に属すると考
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えられるものは②と③に該当し点数は 8点と最も多い。また、①のような前回の資料中には

認められなかった背面が 2枚のポジティブな剰離によって構成される景J片も出上しているが、

これは瀬戸内技法に伴うファーストフレイクと考えられることからIa類と同じ国府型ナイ

フに含めてよいと考えられる。この他の内訳は高橋氏分類のHal・ a3類が④の 2点、Ⅲ

a類が⑤の 6点、Ⅳ類が⑥の 3点、Ⅳb類が⑦の 1点、V類に属するものが①の 2点、Ⅵ a

l類が③の 1点 となっている。今回の資料も高橋氏の報告同様に国府型に属するとされた I

a類 とIal～ a7類をあわせたものが最も多いことは変わらないが、前回よりⅢa類の比

率が高くなっていることが注目される。このうちH類は瀬戸内技法と関連付けられる可能性

があると考えられる景J片であるが、Ⅲ oⅣ・V・ Ⅵ類については瀬戸内技法から作出される

翼状景J片 と区別され、国府型ナイフの範中から除外されているものである。前回の報告では

全体の25パーセントであつたが、今回は表採資料をふくめて報告したナイフ形石器の総数28

点中13点と45パーセントをこえる高い比率をしめしている。高橋氏はこれら非瀬戸内技法の

最1片のうちⅢ・Ⅵ類については横長の景J片を景」ぎ取ることを目的とした石核から景」ぎ取られ

たものと考えている。今回の資料中の166や 167・ 168・ 201・ 217な どがこれに該当するもの

と考えられるが、168・ 201。 217の ように分厚い景1片の側縁部のほぼ全体に景1離作業が行わ

れる例と、166。 167の ように側縁の一部に 2～ 3回景」離作業を行っただけのものに分けられ

る。また、削器とした186や 206も 前者の石核に含まれるか、これを転用したものである可能

性がある。Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ類は前回の報告では段丘面中央部の第 1地点でのみ検出されるとされ

ているが、今回の調査区は高橋氏のいう第 2地点あるいは第 4地点に近い位置にあると考え

られ、段丘面全体にこのような非瀬戸内技法的な景」片が分布している可能性が高いことを示

している。これ以外に前回の資料と比較して出土点数が大幅に増加したものに削器・掻器類

がある。前回は 5点 しか報告されなかったが今回は20点出上している。いずれの場合も分厚

い剰片が素材として用いられ、151や 206。 218の ように一部に自然面を残す例もある。景1片

の側縁部に簡単な調整を加えて削器または掻器としたものは少なく、多くの場合、背面と腹

面はともに複数の景J離面で構成され打点は除去されている。また、作出される刃部は直線的

な形状に仕上げられるものは少なく、掻器か削器か区別できないものが多い。この中で技法

的に注目されるのは187で、素材に分厚い景1片を分割したものを用いているが同様のものは

阿波町日吉谷遺跡の国府期の資料の中にも認められる。
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4 まとめ

今回、調査が実施された 2地区のうち、椎ヶ丸地区は県下最大の旧石器散布地として知 ら

れている遺跡である。ただ今回の調査では調査区が遺跡縁辺部の段丘崖線上に設定されたた

め、調査前から旧石器についてはその成果を疑問視する考えがあった。調査の結果は旧石器

の遺物自体の出土はかなり多かったものの、予想どおり斜面の不安定な堆積状況下での出土

で、出土状況をもとにした新たな見解を導 くことはできずこれまでの表面採集資料に基づく

分析結果を追認するにとどまる結果となった。いっぽう、弥生時代については、これまでそ

の存在が予測されていただけで具体的な遺物や遺構の確認が行われていなかっただけに、悪

条件であったとはいえ、住居跡をはじめとする遺構の検出や弥生中期後半から後期初頭にか

けてというある程度の時期決定ができたことは一定の成果であると考えられる。特にその時

期に関しては、段丘下の扇状地上に展開する前田遺跡とともに畿内第Ⅳ様式並行でも古い段

階のものが含まれていることは注目される。考察の中で述べたように 2つの住居跡・ SB

1001と 1003が畿内第Ⅳ様式でも前半に位置づけられる時期のものであることが認められるな

らば、宮川内川右岸の弥生中期の扇状地への進出が沖積地や扇状地の扇端部などから扇状地

の扇央部、扇頂部というように上へ上へと順次行われていったのではなく、段丘面、扇状地

という地理的条件を問わず、ある一時期に一気に進行 したことが考えられる。今後の周辺部

の調査の進展がまたれるところである。

註

(1)打製石鏃の名称は小林行雄 佐原真也『紫雲出』詫間町文化財保護委員会 1964年 中の呼称方

法にのっとる。

磁)剣片の分類方法については柳田俊雄「ナイフ形石器にみられる剰片生産技術J『 I日石器考古学』

21 1980年及び高橋正則「徳島県生成町椎ヶ丸遺跡の旧石器」『旧石器考古学』27 1983年 中の

分類方法に則った。

俗)前田遺跡の詳細については『生成前田遺跡』徳島県教育委員会 1989年及び『土成前田遺跡』

徳島県埋蔵文化財センター調査報告第 2集 1998年 を、また、北原遺跡については『土成町北原

遺跡』徳島県教育委員会 1988年及び本報告書所収の『北原～大法寺遺跡』を参照。

は)椎 ヶ丸遺跡出上のナイフ形石器の分類の詳細については高橋正則「徳島県生成町椎ヶ丸遺跡の

旧石器」『旧石器考古学』27 1983年中の分類を参照
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第 1表 椎ケ丸～芝生遺跡遺構一覧表

遺構名 出土地点

規模 (ed)

出土遺物 備考

長軸 短軸 深 さ

S B 1001 DoE-10 11
弥生土器片・磨製石斧

石鏃

打製石庖丁

S B 1002 F-19 20 弥生土器片

S B1003 BoC-7 8
弥生土器片

石鏃

S K 1001 D-14 弥生土器片

S K 1002 D-14
弥生土器片

打製石庖丁

S K 1003 B,C-8
弥生土器片

鉄鏃

S X 1001 E-7 6 弥生土器片

S01001 G-2 3 無

第 2表 椎ケ丸～芝生遺跡出土一覧表 S B1001 出土土器

番号 器種 法量 (ca) 形 態 技法 色調 胎土 備考

1 広口壷 径

巧

ロ

ー４

口縁部は外方に大きく開く。端部は上

下に拡張され 4条の凹線が巡らされる

日縁部は内外面とも接ナデ。 橙色 砂粒を多

く含む。

2 広口壷 径口

・６

口縁部は頸部からゆるやかに外反する

日縁端部は上下に拡張され、凹線が 2

条巡らされる。

口縁部は内外面とも横ナデ。 橙色 砂粒を若

千含む。

3 広口壼 径

巧

日

１５

口縁部は頸部から外方に大きく開く。

口縁端部は上方にのみ拡張され凹線が

2条巡らされる。

口縁部は内外面とも横ナデ。 明赤褐

色

砂礫を若

千含む。

広口壷 径

湘

日

１８

回縁はななめ外上方に大きく開く。日

縁端部は上方にのみ弱く拡張され凹線

が 1条巡らされる。

回縁部外面は横ナデが施こされるが頸

部近くではハケロ調整が加えられる

内面は横ナデ。

橙色 砂粒を若

子含む。

5 広口壷 径回

１８

口縁部はいったんななめ外上方にのび

た後大きく下に垂下する。垂下 してで

きた幅広の端部には凹線と円形浮文が

施される。

内面は横ナデ。 種色 砂粒を多

く含む。

6 一鍾 頸部は胴部との境でいったんすぼまっ

た後、ななめ外上方にむかってゆるや

かに外反する。

外面は顕部から胴部上半にかけてハケ

目調整、内面は顕部が指頭によるナデ。

胴部は下半にヘラ削りが認められる。

外面は

1とおミヽヽ

橙色

内面は

赤褐色

砂粒を多
く含む。

7 直口壼 日径

85
上方にむかってゆるやかに開く筒状の

顕部にやや尖り気味の口縁がつく。日

縁部には二条の浅い凹線が巡らされる

口縁部は内外面とも横ナデ

顕部外面はハケロ調整、内面は指頭に

よるナデ調整。

明赤褐

色

礫を若干

含む。

8 高杯 日径20 口縁部は屈曲部に稜を持ち直立気味に

立ち上がる。日縁端部は内外に拡張さ

れて平坦部を作る。

内外面とも張い横ナデが施こされる。 明赤褐

色

砂粒を多
く含む。

9 高杯 回径26 日縁部は屈曲部に弱い稜を持って立ち

上がる。日縁端部は平坦。日縁部には

4条の凹線を巡 らせる。

内面は横ナデの後ヘラ磨きが施こされ

る。
橙色 少量の砂

粒を含む

高郭 口径

125
ゆるやかに内弯 しなが らななめ外上方

にのびる椀形の郭部を持つ。口縁部外

面には浅い凹線が巡 らされている。

内面は日縁端部近 くは横ナデ。 浅橙色 少量の砂

粒を含む
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番号 器種 法量 (伽 ) 形態 技法 色調 胎土 備考

高郷 径

５

底

儀

脚端部は脚柱から直線的に外下方にの

びる。脚端部は拡張されず尖り気味に

収められ凹線が 3条巡らされる。

脚部外面はヘラ磨き内面はヘラケズ

リ。端部近くは横ナデが施こされる。

1こおヾい

橙色

砂粒を多

量に混入

する。

高都 径

ウ

底

１３

ゆるやかに外下方に開く脚台端部は上

方に拡張され、端都との境には沈線と

ヘラ先による縦の刺突が施こされる。

脚部内面は横位のヘラ削り。 明赤褐

色

砂粒を多

量に含む

高都 径

１０

ゆるやかに外下方に開く脚台端部は上

方に拡張され、 2条の凹線が巡らされ

る他、据部には三角形の透しが入れら

れる。

脚部外面はヘラミガキとナデ調整、内

面はヘラ削り。

橙色 砂礫を含

む。

高添 底径11 内弯気味に外下方に開く脚台端部は上

方に拡張され、凹線が 2条巡らされる。

脚部内面はヘラ削り。 1とおミヽヽ

橙色

砂礫を多
く含む。

高郭 径

刊

底

１８

外下方にむかって大きく開く脚台端部

は上方に拡張される。裾部には沈線に

よる格子目文が帯状に巡らされる。

脚端部はナデ調整、内面はヘラ削 り。 明赤褐

色

砂礫を多

く含む。

甕 口径

22

口縁は頸部からななめ外上方に直線的

にのびる。日縁端部は若千上方に拡張

され凹線が 1条巡らされている。

口縁部から頸部にかけて、内外面とも

横ナデ

橙色 砂粒を着

干含む。

甕 口径

135
口縁部は頸部からいったん外方にくの

字形に外反 した後上方にむかって短 く

立ち上がる。

口縁部は内外面とも横ナデ。頸部から

胴部外面にかけてはヘラ磨き。顎部内

面から胴部上半にかけては指頭による

ナデ調整。

1こおヾい

赤褐色

砂礫を多

く含む。

甕 口径

27

くの字形に屈曲する頸部からななめ外

上方に直線的にのびる口縁の端部は上

方にのみ拡張される。

口穎部は内外面とも横ナデ。

胴部内面は頚部との境までヘラ削り。

橙色

甕 口径

125
回縁部は頚部からななめ外上方に短く

のびる。日縁端部は上方にのみ拡張さ

れる。胴部は上半で大きく肩が張る。

日縁部から頚部にかけては内外面とも

に横ナデ。

橙色

甕 口径15 くの字形に外反する頸部から、ななめ

外上方に直線的にのびる日縁の端部は

上方に拡張される。

口顕部は内外面とも横ナデ。

胴部内面は頸部の境までヘラ削り。

橙色 焼成不良I

甕 口径 14 くの字形に外反する頸部からななめ外

上方にのびる日縁端部は上下に拡張さ

れる。

口縁から顎部にかけては内外面とも接

ナデ。

胴部内面は顕部との境までヘラ削り。

淡橙色

甕 回径

145
くの字形に外反する頸部からななめ外

上方にのびる口縁端部は上下に大きく

拡張され凹線が 2条巡らされている。

回縁から頸部にかけては内外面とも検
ナデ。

浅黄橙

色

焼成はや

や良。

甕 径口

２０

くの字形に外反する顕部から、ななめ

外上方にのびる日縁端部は上下に拡張

される。

日縁か ら顕部にかけては内外面 とも横

ナデ。胴部内面は頸部との境までヘラ

肖Jり 。

淡橙色

ミニチョ

ア土器

口径

4

高さ88

口縁がラッパ形に開く甕の形態をとる 手づくねで成形され全面に指頭の痕を

残す。

にない

橙色

S B1002 出土土器

番号 器種 法量 (m) 形 態 技法 色調 胎土 備考

広口童 口径

17

口縁は筒状の頸部から外方に大きく張

り出し、端部は上下に拡張する。

口縁部内外面は横ナデ。

頸部外面はヘラ磨き、内面は板ナデ、

またはヘラ削り。

にぶヽ

褐色

砂粒を若

千含む。

底径

55
底部は平底。

胴部は底部からななめ外上方に直線的

にのび、底部との境に明確な稜をもつ。

胴部外面はヘラ磨き。

胴部から底部内面はヘラ削り。

にぶい

橙色

やや不良

焼成はや

や不良。

底径

65
底部は若干上げ底。 橙色
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番号 器種 法量 (ca) 形態 技法 色調 胎土 備考

底径 7 底部は平底。 明赤褐

色

底径 6 底部は平底。

胴部は底部から上方に向かって直線的

にのびる。

胴部外面にはヘラ磨きが施こされてい
る。

1こ おヾい

橙色

底径 7 底部は平底。

底部から胴部にむかってゆるやかにな

なめ外上方に開く。

胴部外面はヘラ磨き。 にぶい

橙色

属径

55
底部は平底。

底部か ら胴部にむかってななめ外上方

に開く。

胴部内面はヘラ削り、外面はヘラ磨き。 褐赤

土

明

色

S B1003 出土土器

番号 器種 法量 (cI) 形態 技法 色調 胎土 備考

広口壷 口径

155
ななめ外上方に開く日縁端部は上方に

拡張され凹線が巡らされる。

口縁部内外面とも横ナデ。 赤色 砂粒を多

く含む。

広日重 口径

12

ゆるやかにななめ外上方にのびる回縁

端部は上下に拡張され、内外面には櫛

描波状文が施こされている。

口縁部内外面 とも横ナデ。 橙色 砂粒を多

く含む。

直口壺 日径

8

筒状の顕部からわずかに開きながら上

方にのびる日縁端部は丸くおさめられ

る。

日縁から頸部にかけて凹線が巡らされ

る。

口縁部内面は横ナデ。 1こ凛ドヽゝ

橙色

砂粒をほ

とんど合

まず精良 ,

直回壷 径日

１０

筒状の頸部からわずかに開きながら上

方にのびる日縁端部は平坦に作られ

る。

回縁から頸部にむかって凹線文がめぐ

らされる。

口縁部内面は横ナデ。 橙色 砂粒をほ

とんど含

まず精良

高郭 口径28 口縁端部は一担、外方に水平に拡張さ

れた後、下方に垂下する。

口縁部内面は横ナデ、外面はヘラ磨き

とナデ調整。

橙色 良好。

高沐 日径 22 口縁は明瞭な稜をもって屈曲して立ち

上がり口縁端部は内外に若干拡張され

て平坦に作られる。

口縁部内外面とも横ナデ。

郷部は外面は板ナデまたはヘラ削り。

明赤褐

色

砂粒を若

千含む。

高郷 脚柱部との接合は円盤充鎮法がとられ

る邦部との境界付近には細い沈線文が

ラセンに施こされる。

脚柱部外面は入念なヘラ磨き。 明赤褐

色

良好。

高郭 径 135 ななめ外下方に開く脚台端部は上方に

拡張され裾部には格子目文と沈線が巡

らされている。

外面は横ナデ。

内面はヘラ削り。ヘラ削りの範囲は脚

端部まで及ぶ。

赤橙色 砂粒をあ

まり含ま

ず良好。

高郷 径

35
ゆるやかにななめ外下方にのびる脚台

端部は上方に拡張され凹線がめぐらさ

れている。

外面は横ナデ、内面は横方向のヘラ削
り。

橙色

高郭 径

95
ゆるやかにななめ外下方にのびる脚台

端部は上方に拡張され 1条の凹線がめ

ぐらされる。

外面はナデ調整、内面はヘラ削り。 橙色

甕 口径

14

くの字形に外反する頸部からななめ外

上方に直線的にのびる日縁の端部は、

上方にのみ拡張される。

口縁部内外面はナデ調整。 にぶい

橙色

甕 口径

22

くの字形に屈曲する顕部からいったん

水平方向にのばされた日縁は上方にむ

かって拡張され、端部に 2条の凹線が
巡らされる。

日縁内外面ともにナデ調整。 1こ おヽ とヽ

橙色

砂粒をあ

まり含ま

ず良好。

甕 径

５

日

１５

くの字形に屈曲する頸部からななめ外

上方にのびる口縁の端部は上下に大き

く拡張され凹線が 2条めぐらされてい

る。

口縁部内外面は横ナデ。

胴部外面はハケロ、内面は指頭圧痕と
ハケロが併用される。

橙色
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番号 器種 法握 (餌 ) 形態 技法 色調 胎土 備考

甍 日径

235
くの字形に外反する顕部か ら、ななめ

外上方にのびる口縁の端部は上下に拡

張され凹線が 2条めぐらされる。

口縁部内外面は横ナデ。

胴部内面は指頭によるナデ調整。

明赤褐

色

底径10 底部は若干上げ底。

胴部は底部からななめ外上方に大きく

開く。

胴部外面はヘラ磨き、内面はヘラ削り。 灰オリ

ブ色

底径 9 底部は平底。

底部から胴部にむかってななめ外上方

に大きく開き、底部との境は明瞭な稜

を持つ。

胴部外面は、ヘラ磨きとヘラ削りが併

用される。

内面はヘラ削り。

赤褐色

土

底径 8 底部は平底。

底部から胴部にむかってやや外反ぎみ

に大きく開き、底部と胴部の境は明瞭

な稜をもつ。壺の底部か?

外面はヘラ磨き。

内面はヘラ削り。

黄橙色 砂粒を多
く含む。

焼成は不

良。

底径 7 底部は平底。

底部からななめ外上方にむかってゆる

やかにのびる。

胴部外面はハケロ調整、内面はヘラ削
り。

灰褐色

賎径85 底部は平底。

胴部と底部の境は丸みを持つ。

胴部外面はヘラ磨き、内面はヘラ削り

が施こされる。

明赤褐

色

一璽 底径 8 上げ底の底部から内弯しながらななめ

外上方にゆるやかにのびる。底部と胴

部の境は丸みを持つ。

胴部外面は縦のヘラ磨き、内面はヘラ

肖1り 。

におヾヤヽ

橙色

砂礫を多
く含む。

焼成は不

良。

S K1001 出土土器

番号 器種 法量 (cu) 形態 技法 色調 胎土 備考

高杯 脚端部径

9

ゆるやかに外下方にむけてのびる脚台

端部は上方にむけて拡張される。裾部

にはヘラ先を用いた平行沈線と縦の束」

突が加えられている。

脚端部は横ナデ。

内部はヘラ削りが加えられる。

橙色

S K1002 出土土器

番号 器種 法量 (cl) 形態 技法 色調 胎土 備考

甕 径日

１５

くの字形に外反する頸部からななめ外

上方にのびる日縁の端部は上方に拡張

され、凹線が 1条めぐらされる。

口縁内外面は横ナデ調整。 明赤褐

色

砂粒をあ

まり含ま

ず良好。

77 甕 径ロ

ー５

くの字形に外反する頸部か らななめ外

上方にのびる日縁端部は上方に拡張さ

れ、凹線が 2条巡 らされる。

口縁部内外面は横ナデ。 灰色

養 径ロ

ー４

くの字形に外反する頸部からななめ外

上方にのびる回縁端部は上方に強く拡

張され、凹線が 1条巡らされる。

口縁部内外面は横ナデ。 橙色 焼成は不

良。

甕 径口

‐４

顕部から外方に直線的にのびる口縁端

部は上下に強く拡張され、凹線が 3条

巡らされている。

口縁部内外面は横ナデ。 橙色

底径 底部はやや丸みを持つ。

底部からやや外反気味に外上方にのび

胴部と底部の境は稜をもたない。

外面はヘラ磨き。

内面はヘラ削り。

浅黄橙

色

砂粒を多

く含む。

擁成は不

良。
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S K1003 出土土器

番号 器種 法量 (ω ) 形態 技法 色調 胎土 備考

広口壷 径ロ

ー７

筒状の頸部からゆるやかにななめ外上

方にのびる日縁の端部は上下に拡張き

れ、 4条の回線がつけられる。

日縁部内外面は強い横ナデ。

頸部外面は細かなハケロ調整とヘラ磨

きが併用される。

頸部内面は指頭によるナデ。

淡赤橙 砂粒を多
く含む。

焼成は不

良。

一霊 胴部から筒状にのびる顕部を持つ壼で

顕部と胴部の境には凹線が 3条めぐら
される。

頸部外面はヘラ磨き。 1こおヾい

橙色

砂粒をほ

とんど合

まない。

焼成は良

好。

直口壼 日径

14

顕部か らななめ外上方にゆるやかに開

く口縁の端部は内外に着千拡張され平

坦になる。日縁端部はヘラによる刻み

目が施こされ、口顕部には凹線文 B種
が巡 らされる。

口頸部内面はナデ調整。 イこおヾヽヽ

赤褐色

砂粒をほ

とんど含

まない。

焼成は良

好。

高邦 口径

14

郭部との境に明瞭な稜線をもって立ち

上がる日縁はななめ外上方にむかって

のび端部は尖る。

口縁部外面はナデ調整とヘラ磨き。

邦部外面は縦方向のヘラ磨き。

明赤褐

色

擁成は良

好。

高郭 日径

24 8

口縁部は郭部との境界に明瞭な稜線を

もってほぼ垂直に立ち上がり、凹線が

巡らされている。

日縁端部は平坦に作り出されている。

口縁部内面はナデ調整。

郷部外面は斜行するヘラ磨き。

1こおヾヽヽ

橙色

高郭 口径

20

口縁は杯部との境界に明瞭な稜線を

もってほぼ垂直に立ち上がる。日縁端

部は平坦に仕上げられている。

日縁部内外面はナデ調整。

邦部外面はヘラミガキが縦方向と横方

向に加えられる。

橙色 砂粒をあ

まり含ま

ない。

焼成は良

好。

高堺 口径

20

口縁は郭部との境に明瞭な稜線をもっ

て屈曲しほぼ垂直に立ち上がり4条の

凹線をめぐらす。口縁端部は内外方向

に拡張して平坦面を作り出している。

日縁部内面は横ナデ。

郭部外面はヘラ磨き、内面はヘラ削り

とヘラ磨きを併用。

明赤褐

色

砂粒をあ
まり含ま
ない。

焼成は良

好。

高杯 口径

21

口縁は杯部との境界に明瞭な稜線を

持って立ち上がり、外上方にむかって

のびる。

日縁端。は平坦に作られる。

橙色 砂粒をあ

まり含ま

ない。

焼成は良

好。

高郭 脚端径

10

ななめ外下方に開く脚台端部は上方に

むかって弱く拡張され凹線を作り出

す。脚台据部にはヘラによる三角形の

透しが施こされている。

脚部外面は横ナデ、内面はヘラ削り。 に dN・い

橙色

甕 日径

18

くの字形に外反する顕部から直線的に

外上方にのびる口縁部がつく。口縁端

部は断面方形につくられ凹線が 1条め

ぐらきれる。

日縁部内外面はナデ調整。 にぶヽヽ

橙色

甕 口径

115
くの字形に屈曲する頸部からななめ外

上方に直線的にのぴる日縁端部は断面

方形に作られ凹線がめぐらされる。

口縁部内外面はナデ調整。

胴部内面はヘラ削り。

橙色

甕 径

５

日

１３

くの字形に屈曲する頸部から、ななめ

外上方にのびる口縁の端部は断面方形

につくられる。

口顕部内外面は検ナデ。

胴部は頸部との境までヘラ削り。

浅黄橙

色

砂粒を多
く含む。

焼成は不

良。

憂 口径

22

くの字形に外反する顕部からななめ外

上方にのぴる日縁の端部は上方に拡張

され、凹線が 2条施こされる。

口縁部内外面は強い横ナデ。

胴部内面は顕部との境までヘラ削り。

におヾい

橙色

包含層出土土器

番号 器種 法握 (cI) 形 態 技法 色調 胎土 備考

広日壷 口径

16

ななめ外上方にのびる日縁の端部は上

下に拡張され凹線。

口縁部内外面とも横ナデ。 橙色 砂粒を多
く含む。

広口壷 口径 ななめ外上方にのびる日縁の端部は上

下に拡張される。
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番号 器種 法量 (cI) 形 態 技法 色調 胎土 備考

広口壷 口径

20

筒状の頸部から、ななめ外上方にゆる

く外反してのびる日縁の端部は上下に

拡張され凹線が施こされる。

口縁部内外面とも横ナデ。

頸部内面は指オサエの後軽くナデ。

明赤褐

色

広日壷 日径

21

筒状の頸部からななめ外上方にゆるや

かに外反 しながらのびる口縁の端部は

上下に拡張され凹線が施こされる。

筒状の頸部には凹線文 B種が施こされ

る。

日縁部内外面は横ナデ。 1と おヾヤ

橙色

砂粒を多

く含む。

焼成は良

好。

広口壷 径日

１９

筒状の顎部からななめ外上方にむかっ

てゆるく外反しながらのぴる日縁の端

部は上下に拡張され凹線が施こされる

筒状の頸部には凹線文 B種が巡らされ

る。

日縁部内外面は横ナデ。 橙色 砂粒を多

く合む。

焼成は良

好。

広口壷 口径195 頚部からななめ外上方に大きく開くロ
縁の端部は断面方形に仕上げられ凹線

が 1条めぐらされる。

口縁部内面は強い横ナデ。

頚部内面ヘラ削り。

淡橙色 焼成不良

広口壼 回径

14

筒状の細長い顕部にななめ外上方にの

びる短い日縁部がつく。日縁端部は上

下に弱く拡張され、凹線が施こされる。

浅黄橙

色

砂粒を多
く含む。

水差 し形

土器

4同部最大径

14

横方向の担手がついた胴部は下半部に

むかっていったん広がった後底部近 く

で内側に屈曲する。

胴部内面上半はハケロ調整。 浅黄橙

色

砂粒を多

量に含む

高郭 口径

24

日縁部は郭部との境に弱い稜を形成し

て上方にはぼ垂直に立ち上がり凹線が

4条ほどこされる。

日縁部は平坦に作り出される。

口縁部内面は横ナデ。 橙色

高邦 脚柱部径

5

脚柱部外面には並行沈線が 4本施こさ

孝↓る。

脚柱部外面はヘラ磨き。 淡赤橙

色

砂粒を多

量に含む

焼成は不

良。

高郭 脚端部径

12

ななめ外下方にむかって直線的に開く

脚台端部は若干肥厚し丸くおさめ、端

部近くは凹線が施こされる。

脚部外面は縦のヘラ磨き、内面は横方

向のヘラ削り。

1こ おヾい

橙色

砂粒を多

く含む。

高杯 脚端部径

85
ななめ外下方にのびる脚台の端部は上

方に拡強される。

脚端部は強い横ナデが施こされる。

脚部内面はヘラ削り。

1こおヾヽヽ

栓色

高杯 脚端部径

95
外下方に直線的にのびる脚台の脚端部

は上方に弱く拡張され、 1条の凹線が

巡らされる。

脚裾部外面は強い検ナデ内面はヘラ削
り。

橙色

高邦 脚端部径

135
外下方にむかってゆるやかに開く脚台

の脚端部は上方に拡張される。脚台裾

部は平行沈線とヘラを用いた刺突文が

施こされる。

脚部内面はヘラ削り。 橙色 砂粒を含

まず精良

な粘土。

焼成は良

好。

甕 口径

19

くの字形に外反する頸部か らななめ外

上方にのびる日縁端部は断面方形に仕

上げられている。

口縁部内外面は横ナデ。

胴部内面は頸部との境までヘラ削りが

施こされる。

1こ おくヽ

橙色

甕 口径

12 5

ななめ外上方に開く国縁の端部は断面

が方形に仕上げられる。

胴部外面はヘラ磨き、内面はヘラ削り

が施こされる。

赤橙色 砂粒をあ
まり含ま
ない。

甕 口径

14 5

くの字形に屈曲する頸部からななめ外
上方にのびる日縁端部は上方に拡張さ

れる。

頸部と胴部の境付近には指オサエが施

こされた後ハケロ調整が加えられる。

胴部内面のヘラ削りは頸部との境付近

まで及ぶ。

明赤褐

色

砂粒を多

く含む。

甕 日径

15

口縁端部は上方のみ拡張して端部には

回線が巡らされる。

日縁部内外面は横ナデ。 明赤褐

色

焼成不良

甕 口径

16

口縁端部は上下に拡張され2条の凹線
が巡らされる。

口縁部内外面は横ナデ。 赤橙色

甕 径口

２６

口縁端部は上下に拡張され凹線が巡ら

される。

日縁部内外面はナデ。 におミセヽ

橙色

甕 回径

135
くの字形に外反する頸部に日縁端部を

上下に拡張した短かい口縁部がつく。

口縁部内外面は横ナデ。 稜 色
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番号 器種 法量 (lla) 形態 技法 色調 胎土 備考

甕 口径

185
くの字形に外反する頚部に端部を上下

に拡張し、回線文を施こした短かい口

縁部がつく。

口縁部内外面とも横ナデ。 にぶい

橙色

甕 径

巧

日

１８

くの字形に外反する頸部に端部を上下

に拡張し、凹線を施こした日縁がつく。

胴部外面は並行タタキ。

内面は指頭による圧痕が認められる。

明赤褐

色

砂粒を多

量に含む

焼成良好I

甕 径ロ

ー５

くの字形に外反する頸部に端部を上下

に拡張し凹線を施こした口縁部がつく

口縁部外面に施こされる横ナデは胴部

上半まで及ぶ。

胴部内面は寸旨オサエの後ハケロが施こ

される。

浅黄橙

色

砂粒をあ

まり含ま

ない。

焼成良好

S B1001 出土石器計測一覧表

番号 機 種 現存最大長(mm) 現存最大幅(nm) 最大厚 (mm) 重量 (g) 石  材 備  考

打製石鏃 サヌカイト 基部を欠失

FTa石鏃 5 サヌカイト

打製石鏃 6 サヌカイト 先端部を欠失

打製石鏃 6 サヌカイト 先端部を欠失

打製石鏃 4 17 サヌカイト 未製品

打製石鏃 7 サヌカイト 迎 品

打製石庖丁 結晶片岩

打製石庖丁 7 結晶片岩

打製石庖丁 結晶片岩

打製石庖丁 8 結晶片岩

磨製石斧 舵紋岩 ?

S B1003 出土石器計測一覧表

番号 機 種 現存最大長 (Im) 現存最大幅 (a II) 最大厚 (mm) 重量 (g) 石 材 備 考

71 打製石鏃 2 ナヌカイト

打製石鏃 17 6 サヌカイト

打製石鏃 4 サヌカイ ト 両端を欠失

74 打製石鏃 3 14 サヌカイト

S K1002 出土石器計測一覧表

番号 機 種 現存最大長(m) 現存最大幅(mm) 最大厚 (II II) 重量 (g) 石  材 備  考

打製石庖丁 粘板岩

打製石庖丁 5 結晶片岩

打製石庖丁 51 5 結晶片岩
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包含層出土石器計測一覧表

番号 機 種 勇存最大長(It) 現存最大幅(Iu) 最大厚 (mm) 重量(g〉 石 材 備 考

打製石鏃 5 サヌカイト 基部を欠失

打製石鏃 5 18 サヌカイト

打製石鏃 8 3 サヌカイト

打製石鏃 21 サヌカイト 先端を欠失

打製石鏃 3 サヌカイト

打製石鏃 3 サヌカイト

打製石鏃 5 サヌカイ ト

打製石鏃 5 18 サヌカイト

打製石鏃 4 18 サヌカイト 先端と基部を欠失

打製石庖丁 結晶片岩

打製石庖丁 6 結晶片岩

打製石庖丁 5 結晶片岩

打製石庖丁 9 結晶片岩

打製石庖丁 327 結晶片岩

磨製石斧 110 3 蛇紋岩 ?

A地点 出土石器計測一覧表

番号 機 種 現存最大長 (n II) 現存最大幅 (III) 最大厚 (m) 重量 (g) 石  材 備  考

ナイフ形石器 17 7 サヌカイ ト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器 17 サヌカイト

ナイフ形石器 サヌカイ ト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器 11 4 サヌカイト

ナイフ形石器 4 サヌカイト

ナイフ形石器 5 サヌカイト

ナイフ形石器 54 サヌカイト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器? 7 74 サヌカイ ト

削器 21 サヌカイト

削器 123 サヌカイト

削器 サヌカイト
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番号 機 種 現存最大長 (IIm) 現存最大幅(mm) 最大厚(m) 重量 (g) 石  材 備 考

削器 ? サヌカイ ト 掻器 ?

削器 74 サヌカイト

削器 9 115 サヌカイト

肖」器 ? 4 サヌカイト

削器 ? 3 27 サヌカイト ナイフ形石器?

横長剣片 3 18 サヌカイト

横長剰片 3 2 サヌカイト

横長剥片 5 サヌカイト

横長剣片 3 サヌカイト

横長剣片 サヌカイト

横長剣片 2 サヌカイト

調整劉片 8 サヌカイ ト

横長剖片 11 サヌカイ ト

石核 8 サヌカイト

石核 5 サヌカイト

石核 27 サヌカイト

角錐状石器 サヌカイ ト

B地点 出土石器計測一覧表

番号 機 種 勇存最大長(Iu) 現存最大幅(mm) 最大厚 (剛 ) 重量 (g) 石 材 備 考

ナイフ形石器 4 サヌカイ ト

ナイフ形石器 11 5 14 サヌカイト

ナイフ形石器 サヌカイト

ナイフ形石器 15 6 サヌカイ ト

ナイフ形石器 23 8 サヌカイ ト

ナイフ形石器 17 8 サヌカイト

ナイフ形石器 9 サヌカイト

ナイフ形石器 6 サヌカイ ト

ナイフ形石器 14 ? サヌカイト

ナイフ形石器 3 15 サヌカイト

ナイフ形石器 5 サヌカイト

ナイフ形石器 5 11 サヌカイト

削器 サヌカイト

削器 サヌカイト

削器 7 チャート
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番号 機  種 現存最大長 (硼 ) 現存歎 幅(mm) 最大厚 (III) 重量 (g) 石 材 備 考

削器 9 サヌカイト

削器 217 サヌカイト

掻器 17 サヌカイト

楔形石器 サヌカイト

楔形石器 9 31 チャート

横長剣片 サヌカイト

横長剣片 17 5 サヌカイト

横長制片 コ 2 サヌカイ ト

横長票J片 5 サヌカイト

横長剖片 6
__す  &3 サヌカイト

横長剖片 17 ゼ
守

r子
Ⅲ
,「       1 1 サヌカイト

縦長剣片 4 27 サヌカイト

縦長剰片 5 サヌカイト

調整制片 7 サヌカイト

調整劉片 5 サヌカイト

調整剣片 7 サヌカイト

石核 サヌカイト

C地点 出土石器計測一覧表

番号 機 種 現存最大長(al) 現存最大幅(mI) 最大厚(ma) 重量 (g) 石  材 備 考

ナイフ形石器 8 9 4 サヌカイト

削器 9 チヌカイト

削器 サヌカイ ト

削器 8 サヌカイト

削器 9 サヌカイト

翼状劉片 6 77 サヌカイト

横長剰片 8 サヌカイト

縦長all片 サヌカイ ト

横長剣片 5 サヌカイ ト

調整剣片 5 サヌカイト

調整劉片 6 サヌカイト

調整劉片 8 17 サヌカイト
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表面採集資料 計測一覧表

番号 機 種 現存最大長 (IIa) 薙 駄 幅(4ua) 最大厚(m) 重量 (g) 石 材 備 考

214 ナイフ形石器 サメカイト

ナイフ形石器 3 サメカイト

ナイフ形石器 9 7 サメカイ ト

石核 サヌカイト

削器 サヌカイト
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図版 1

椎ヶ丸調査区遠景

芝生調査前風景



章fll

S B1001完掘状況 (南から)

S B1001完全掘状況 (北から)
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図版 3

S B1003検出状況 (西から)

S B1003完掘状況 (南から)
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S K1001検出状況

S K1001完掘状況
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図版 5

S K1002検出状況

S K1002完掘状況
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S K1001・ 1002完掘状況

S K1003検出状況
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韓

S K1003掘 り下げ状況 (西から)

S K1003完掘状況 (北から)
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図版 8

S X1001検出状況

S X1001完掘状況
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図版 9

S B1001遺物出土状況

S B1001遺物出上状況 (弥生土器 )
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図版10

A地点 ナイフ形石器出土状況

B地点 ナイフ形石器出土状況

一-232-―



図版 11

B地点 ナイフ形石器出土状況

B地点スクレイパー出土状況
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図版12
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S B1001出土遺物 (弥生土器)
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図版13

S B1003出土遺物 (弥生土器)

S K1003出土遺物 (弥生上器)
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図版14

触 厳

包含層出土遺物 (弥生土器 )
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図版15

出土遺物 (弥生石器)

-237-―



図版16
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出土遺物 (弥生石器)
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図版 17
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A地点出土遣物 (旧石器)
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図版 18
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A地点出土遺物 (旧石器 )
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図版19
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B地点出土遺物 (旧石器 )
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図版20
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B地点出土遺物 (旧石器)
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図版 21

B地点出土遺物 (旧石器)

―-248-―



図版22

205

C地点出土遺物 (旧石器 )
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図版23

C地点出土遺物 (旧石器)

顧
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218

表面採集遺物

―-245-



徳島県埋蔵文化財センター調査報告書 第6集

四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

発行日 平成 6(1994)年 3月

編 集 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター
〒779-01 徳島県板野郡板野町川端字関ノ本25番
TEL (o886)72‐ 4545

発 行 徳島教育委員会
財団法人 徳島県埋蔵文化財センター
日本道路公団

印 刷 い教育出版センター


